バイオ製品
2003年6月17日
三菱ガス化学、国内での食品素材・

天然型コエンザイムQ10 “Bio Q10”のバルク販売を開始
三菱ガス化学株式会社(本社：東京、社長：小高英紀、以下MGCと略す）は、国内での食品素材・天然型コエンザイムQ10“Bio Q10”のバルク販売を6月より開始します。

コエンザイムQ10は、生体中においてミトコンドリアでのエネルギー生産に関与する補酵素で、生体には必須の因子です。コエンザイムQ10は、1957年にウシとブタの心筋から発見され、その後の研究でヒトでも様々な組織に広く存在することがわかっています。1974年には、細胞活動のエネルギーを供給する働きから、日本ではうっ血性心不全の治療薬として認められ、以来30年以上にわたって使用されています。イタリア、中国でも医薬品として使用されています。

さらに、コエンザイムQ10はエネルギーを供給する働きに加えて、活性酸素を消去する作用も持つことがわかりました。これら2つの働きなどが注目され、アメリカやヨーロッパでは、健康食品原料として用いられています。

コエンザイムQ10は、2001年の厚生労働省医薬局長通知（医薬発第243号｢医薬品の範囲に関する基準の改正について｣において、｢医薬品｣から｢食品｣に区分が変更され、同年の厚生労働省医薬局食品保健部基準課長通知（食基発第20号｢医薬品的効能効果を標ぼうしない限り食品と認められる成分本質（原材料）の取扱いについて｣により、｢一般飲食物添加物｣として取り扱われることとなり、新しい食品素材として大きな期待がかけられています。

MGCは、コエンザイムQ10を25年以上にわたってGMP（Good Manufacturing Practice）対応で製造しており、国内医薬品向け、海外健康食品向けに販売を行っています。2001年の厚生労働省通知に基づいて、食品素材・天然型コエンザイムQ10 （商品名“Bio Q10”)を発売致します。“Bio Q10”は、発酵法による製品であること、高純度であることが特徴です。

今後、MGCは、“Bio Q10”をはじめとした機能性食品素材分野及び、既に販売している過酸化水素含有廃水の酵素処理剤（アスク）をはじめとした環境保全・修復関連分野のバイオ製品の開発を強力に進めて行きます。
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